
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文
化
の
伝
承
安
泰 

 
 

三
田
市
文
化
協
会 

 
 
 
 
 
 
   

 

会
長 

三
好
正
典 

 

日
頃
は
三
田
市
文
化
協
会
運
営
に
御

協
力
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
年
度
の
市
民
文
化
祭
に
は
初
め
て

取
り
組
ん
だ
子
供
文
化
フ
ェ
ス
タ
。
当

初
は
、
子
供
さ
ん
ば
か
り
で
発
表
会
が

出
来
る
か
心
配
し
ま
し
た
が
、
大
人
以

上
の
出
来
映
え
で
三
田
の
文
化
の
伝
承

は
安
泰
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

一
月
に
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
二
十

年
を
迎
え
、
芸
は
生
き
る
勇
気
を
与
え

て
く
れ
、
あ
の
体
感
を
風
化
さ
せ
な
い

よ
う
県
下
で
い
ろ
ん
な
文
化
の
催
し
が

開
催
さ
れ
ま
す
。 

二
十
七
年
度
は
、
当
文
化
協
会
も
発

足
四
十
五
周
年
に
な
り
ま
す
。
先
輩
諸

氏
の
努
力
を
継
続
し
て
行
き
ま
す
。 

十
二
月
に
は
特
別
事
業
と
し
て
、
三

田
の
伝
統
芸
能
・田
楽
を
皆
さ
ん
に
知
っ

て
頂
く
た
め
、
第
三
回
お
神
楽
鑑
賞
会

を
実
施
し
ま
す
。
更
な
る
皆
様
の
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

三田市文化協会報 
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島
根
県
西
部
の
石
見
地
方
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
。
そ
の
年
の
豊
作
や
豊
漁
に
感
謝

し
て
毎
年
秋
祭
り
に
氏
神
様
へ
奉
納
さ
れ
て
い
る
。
近
年
は
、
国
内
、
海
外
の
各
イ

ベ
ン
ト
に
招
聘
さ
れ
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。 

代
表
的
な
大
蛇
は
、
須
佐
之
男
命
が
お
そ
わ
れ
る
稲
田
姫
を
助
け
、
大
蛇
の
尾
か

ら
出
た
剣
を
天
の
村
雲
の
宝
剣
と
名
づ
け
、
天
照
大
御
神
に
捧
げ
稲
田
姫
と
結
ば

れ
る
と
い
う
舞
で
八
頭
の
大
蛇
が
勇
壮
に
大
ホ
ー
ル
を
う
め
つ
く
し
ま
す
。 

第
２
部 

島島
根根
県県
石石
見見
神神
楽楽
（
浜
田
市
後
野
社
中
） 

貴
志
御
霊
神
社
は
文
明
二
年(

一
四
七 

〇
年)

に
建
立
、
御
霊
神
社
の
秋
例
祭 

宵
宮
及
び
本
宮
の
神
事
に
併
せ
て
こ 

の
田
楽
が
奉
納
さ
れ
る
。 

ホ
ー
ヤ
ホ
と
掛
け
声
を
出
し
、
同
じ 

事
を
三
回
繰
り
返
す
ホ
ー
ホ
ー
踊
り 

を
宵
宮
と
本
宮
で
、
締
太
鼓
の
サ
サ 

ラ
の
山
を
左
側
か
ら
逆
三
角
形
を
描 

く
よ
う
に
片
足
毎
に
跳
ぶ
よ
う
に
運 

び
元
の
位
置
に
戻
る
カ
エ
ル
踊
り(

跳 

び)

が
本
宮
で
奉
納
さ
れ
る
。 

田
楽
と
い
う
の
は
も
と
も
と
豊
年
予 

祝
の
目
的
で
行
わ
れ
貴
志
の
田
楽
踊 

り
は
、「
吉
志
舞
」
と
も
い
い
、
ホ
ー 

ホ
踊
り
と
カ
エ
ル
踊
り(
跳
び)

の
二
種
が
あ
る
。 

 
 

 
  

貴
志
区
財
産
管
理
理
事
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

前 

仁
司 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

貴
志
区
財
産
管
理
理
事
長 

前 

仁
司 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

三
田
市
最
北
端
の
地
母
子
（
も
う
し
） 

地
域
の
守
り
神
と
し
て
古
く
か
ら
母

子
大
歳
神
社
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
、

夏
・
秋
祭
り
に
は
獅
子
舞
奉
納
を
と
り

お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
秋
祭
り
に
は
地
元

小
学
生
に
よ
る
「
子
ど
も
獅
子
舞
」
が

披
露
さ
れ
、
祭
り
の
賑
わ
い
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
に
は
天
狗
が
登
場
し
、
境
内
を
駆

け
巡
り
ま
す
。 

 

   

と  き 平成２７年１２月６日（日） 
ところ 三田市総合文化センター 

郷の音ホール大ホール 

貴
志
御
霊
神
社 

田  

楽 
 

母
子
大
歳
神
社 

獅
子
舞 

 

 
 
 
 

 
 

副
会
長 

若
森
京
子 

 
  

未
来
の
文
化
都
市 

 
 

 
  

三
田
の
た
め
に 

 
 

昨
年
は
、
第
一
回
子
供
フ
ェ 

ス
テ
ィ
バ
ル
が
成
功
の
裡
に

終
り
、
今
年
は
郷
の
音
小
ホ
ー

ル
で
再
び
開
催
さ
れ
る
事
は

大
変
喜
ば
し
い
。 

 

二
十
一
年
前
、
私
は
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
っ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

オ
ー
ボ
リ
ー
市
の
カ
ソ
リ
ッ

ク
の
学
校
（
幼
稚
園
か
ら
小
学

校
六
年
生
ま
で
六
百
名
）
に
三

カ
月
間
、
日
本
文
化
を
教
え
る

た
め
に
派
遣
さ
れ
、
日
本
の
生

活
は
勿
論
、
日
本
舞
踊
、
お
習

字
、
茶
華
道
、
折
り
紙
、
俳
句

等
を
紹
介
し
た
。 

そ
の
学
校
の
教
科
に
市
立

美
術
館
で
絵
画
鑑
賞
の
時
間

が
あ
り
、
そ
の
場
は
、
音
楽
会
、

バ
レ
エ
発
表
会
と
子
供
達
の

文
化
の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
。

一
家
に
子
供
は
四
人
が
多
く

人
口
五
万
余
り
の
市
は
、
子
供

中
心
に
動
い
て
い
る
様
で
感

動
す
る
事
が
度
々
あ
っ
た
。 

 

後
に
、
私
を
通
じ
て
日
本
に

興
味
を
持
ち
、
大
阪
の
高
校
に

一
年
留
学
し
た
子
供
、
英
語
教

師
と
し
て
東
京
に
又
新
婚
旅

行
に
寄
っ
て
く
れ
た
生
徒
と

再
会
し
、
立
派
に
成
長
し
て
い

る
の
が
大
変
嬉
し
か
っ
た
。 

 

文
化
協
会
も
こ
れ
か
ら
次

世
代
の
子
供
達
に
文
化
を
根

付
け
育
て
る
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
様
に
思
う
。 

コ 

ラ 

ム 

（石見神楽の写真は前回のチラシより引用） 

✲
入
場
チ
ケ
ッ
ト
は
、
文
化
協
会
加
入
団
体
で
直
接
購
入
ま
た
は
郷
の
音
ホ
ー
ル
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
（
予
定
）
で
。 － ２ － 

－ ３ － 

第
１
部 

地
元
賛
助
出
演 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆
三
邦
会s

会
長 

森
田 

耕
山 

 

三
邦
会
は
、
元
々
三
田
邦
楽
演
奏
会
実
行

委
員
会
と
し
て
平
成
十
七
年
度
よ
り
毎
年
一

回
郷
の
音
ホ
ー
ル
に
お
い
て
演
奏
会
を
開
催

し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
活
動
の

輪
を
広
げ
る
た
め
、 

こ
の
度
三
邦
会
と
名 

称
を
改
め
、
初
め
て 

三
田
市
民
文
化
祭
に 

参
加
さ
せ
て
い
た
だ 

き
ま
し
た
。
三
田
市 

に
お
け
る
各
種
文
化 

団
体
の
皆
様
と
と
も 

に
設
備
の
整
っ
た
郷 

の
音
ホ
ー
ル
に
お
い 

て
演
奏
の
場
を
持
て 

る
こ
と
は
、
大
変
意 

義
の
あ
る
こ
と
と
思 

っ
て
お
り
ま
す
。
こ 

れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
よ 

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

◆
茶
道
裏
千
家
九
鬼
の
会 

 
 

 
 
 
 

代
表 

島
村 

宗
慶 

 

私
達
は
三
田
藩
主
九
鬼
家
か
ら
、
茶
道
裏

千
家
十
三
代
圓
能
斎
に
嫁
が
れ
た
網
子
様
の

ご
遺
徳
を
偲
び
つ 

つ
、
三
田
と
九
鬼
、 

九
鬼
と
裏
千
家
と 

の
関
係
を
繋
ぎ
、 

こ
の
ご
縁
を
大
切 

に
し
乍
ら
、
毎
年 

六
月
一
日
に
九
鬼 

茶
会
を
催
す
事
を 

目
的
に
し
て
い
ま 

す
。
ご
支
援
の
程 

よ
ろ
し
く
お
願
い 

申
し
上
げ
ま
す
。 

            

新 

規 
入 
会 
団 
体 

紹
介 介 

－ ３ － 

い
け
ば
な
展
を
終
え
て 

 
 
 
 
 
 

 
 

三
田
市
茶
華
道
協
会 

金
谷
美
千
代 

三
田
市
茶
華
道
協
会
は
。
市
発
足
と
同
時
に
結
成
、
活

動
始
め
て
五
十
五
周
年
を
迎
え
、
先
輩
会
員
の
永
年
の
努

力
を
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
節
目
を
記
念
し
て
花
展
を
開

催
致
し
ま
し
た
。
会
員
数
も
減
少
し
少
々
不
安
も
あ
り
ま

し
た
が
、
い
け
ば
な
に
対
す
る
思
い
は
熱
く
協
議
を
重
ね

て
開
催
す
る
運
び
に
至
り
ま
し
た
。 

季
節
の
花
が
並
ん
だ
流
派
席
、
会
員
十
七
席
、
社
中
二

十
三
席
、
こ
ど
も
の
参
加
も
あ
り
、
郷
の
音
ホ
ー
ル
の
会

場
は
花
々
で
狭
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
三
月
初
旬
と
い
う

時
期
も
幸
い
し
て
、
二
日
間
で
六
〇
〇
余
名
の
来
場
者
を

迎
え
る
事
が
で
き
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
日
本
人
は
、
古
く
か
ら
四
季
折
々
の
季
節
を
味

わ
い
、
木
々
や
草
花
を
生
け
る 

こ
と
で
身
近
に
自
然
を
感
じ
て 

心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
て
来
ま
し 

た
。
こ
う
し
て
く
ら
し
の
中
に 

い
け
ば
な
が
伝
え
ら
れ
て
き
た 

と
思
わ
れ
ま
す
。 

礼
儀
作
法
を
心
の
糧
と
し
て 

現
代
に
も
通
じ
る
い
け
ば
な
が 

ま
す
ま
す
普
及
す
る
こ
と
を
願 

っ
て
い
ま
す
。 

         

三
田
吟
剣
詩
舞
連
盟 

第
五
回
記
念
「
吟
舞
華
舞
台
」
丹
波
公
演 

丹丹丹
波波波
ののの
森森森
公公公
苑苑苑
ホホホ
ーーー
ルルル
ににに
六六六
〇〇〇
〇〇〇
余余余
名名名   

同
連
盟
に
加
盟
す
る
紫
洲
流
三
田
明
吟 

会
及
び
千
穂
流
詩
舞
千
穂
会
は
、
二
年
に 

一
度
の
本
格
的
公
演
「
吟
舞
華
舞
台
」
を
、 

明
吟
会
足
立
紫
颯
先
生
の
郷
里
で
あ
る
丹 

波
市
で
開
催
。
中
学
・
高
校
の
同
級
生
た 

ち
が
支
援
の
輪
を
広
げ
、
同
ホ
ー
ル
満
席 

の
盛
況
ぶ
り
だ
っ
た
。
会
場
に
は
、
辻
重 

五
郎
丹
波
市
長
も
出
席
、
歓
迎
と
お
祝
い 

の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
た
。 

 

公
演
は
、
舞
踊
劇
「
名
月
た
ぬ
き
囃
子
」 

「
吟
詠
と
舞
で
綴
る
丹
波
の
歴
史
ロ
マ
ン
」 

「
戦
国
の
華
と
雄
」
の
三
部
構
成
で
総
勢 

約
五
〇
人
が
出
演
す
る
華
や
か
な
舞
台
と 

な
っ
た
。
な
お
、
昨
年
夏
の
丹
波
豪
雨
へ 

の
義
援
金
が
公
演
実
行
委
員
会
足
立
代
表 

よ
り
辻
市
長
に
手
渡
さ
れ
た
。 

（
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
二
日
） 

  

「墨に五彩有り」 

三田水墨画愛好会  
会長 林  靖 

 
三田市民文化活動支援 
助成を受け第３回三田 
水墨画同好会展を実施 

 （平成２６年７月７日から１２日） 
三田市並びに三田市文化協会の後援

の恩恵のもと、市内公設展示場に於ける
作品発表の機会を頂いている。三田市文
化協会所属団体並びに公民館登録グル
ープであり、三田市内唯一の水墨画愛好
者の研修会として２０年の歴史を持つ。  
日頃の研修成果の発表を通じ、三田市

の文化振興に役立つことを目指してい
る。１５人程度の少数会員クラブではあ
るが、男女半々の和やかなメンバーシッ
プを楽しんでいる。 
秋の三田市民文化祭、春の中央公民館

まつり、に加えて、真夏の７月に公民館
ギャラリーにおいてクラブ単独の水墨
画創作展を開催している。毎回出展作品
は新作発表を原則としているので、同じ
作品を出展するわけにはいかず、作品作
りに忙しい。南画と異なり、墨一色の日
本独特の文人画を目指すが、太筆にこだ
わり、大胆なタッチを特徴とする。 
「墨に五彩あり」と言われる如く、白い
紙に墨と水を融和させ、空間を活かし直
感的な美意識を追及する。自分の感じる
ままにのびのびと描き進むことを理想
としている。生涯学習としてお勧めしま
す。 
 

 

速
報      

 

 

吟舞華舞台丹波公演のフィナーレ 

－ ４ － 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ ４ － 

平成２６年１１月３日（月・祝） 

第 １回  

子供たちに 
よる芸の 

取り組み発表 



 
 
 

               ＆各種行事のご案内 

■平成２７年度三田市文化協会 総会 
 ４月１５日（水） 三田市総合福祉保健センター 
■第６回三田の里で民謡めぐり 主催：民謡あけみ会 
 4月１８日（土）10:30開会 郷の音ホール（小） 
■第 2回ドッキングアート展～三田市美術協会と創作人形～ 

 5月 14日（木）～１９日（火） 
 １０：００～１７：００ 
  初日午後１時より 
  最終日午後４時まで 
 郷の音ホール２階展示室 
  主催：三田市美術協会 
■第４８回市民文化祭展示発表部門  
 １１月０１日（日）～１１月０３日（火・祝）郷の音ホール 
■第２８回高校演劇祭 
 １１月０１日（日）フラワータウン市民センター  
■第４８回市民文化祭 
 １１月０３日（火・祝） 舞台発表部門 郷の音ホール・大 
■第２０回三田市美術協会展 
 １１月０５日（木）～１０日（火） 郷の音ホール    
■第２０回新舞踊祭  
 １１月０８日（日） 郷の音ホール・大  
■第３回さんだ吟剣詩舞道祭 
 １１月１４日（土） 郷の音ホール・小 
■第４８回俳句大会 
 １１月１４日（土） 中央公民館  
■第９回カラオケ大会 
 １１月１５日（日） 郷の音ホール・小  
■謡曲大会 郷の音ホール 
 １１月１５日（日） （アクトスクエア）  
■第４０回合唱祭 
 １１月２２日（日） 郷の音ホール・大  
■第２回さんだ子供文化フェスタ 
 １１月２９日（日） 郷の音ホール・小    
■市文化協会 45周年記念 お神楽鑑賞会 
 １２月０６日（日） 郷の音ホール・大ホール    
 

 
 
●平成２６年度三田市文化協会総会 

４月１６日（水）三田市総合福祉保健センター 
●「海賊、森を走ればそれは焔」鑑賞会 

６月１４日（土）尼崎ピッコロシアター 
●第２２回千丈寺湖月見の夕べ 
  ９月０７日（日）    

青野ダム特設会場 
●三田バル出演  

三田小唄保存会  
MIKIOIフラサークル 
三田フォークダンス協会 
９月１４日（日） JR三田駅ペデストリアンデッキ 

●地域文化を考えるシンポジウム    
１０月１９日（日） 南あわじ 

●阪神北オータムフェスタ・こども文化フェスタ  
MIKIOIフラサークル 三田吟剣詩舞連盟  
三田きりえフォーラム １０月１９日（日）猪名川 

●第４７回市民文化祭展示発表部門 
１１月０１日（土）～１１月０３日（月・祝）郷の音ホール 

  水墨画 水彩画 盆栽 きりえ ちぎり絵  
手芸 俳句 川柳 いけばな お茶席 

  （福祉団体）沢谷荘 三田こぶしの園 東山荘  
三田わくわく村 

●野外菊花展 於、三田市総合福祉保健センター 
１１月０１日（土）～１１日（火）  

●第２７回高校演劇祭 
１１月０２日（日） フラワータウン市民センター 

●第４７回市民文化祭 舞台発表部門 
１１月０３日（月・祝） 郷の音ホール（大） 

  三田小唄 御殿踊り 大正琴 日本舞踊 民謡 
 フォークダンス クラッシックバレエ フラダンス 
 着付け 津軽三味線 邦楽 
（ゲスト出演）北摂三田高校邦楽部 

  三田祥雲館高校チアリーダー 
●第１８回三田市美術協会展 
１１月０６日（木）～１１月１１日（火） 郷の音ホール 

●市菊花展 １１月０７日（金）～１１日（火）  
三田市総合福祉保健センター 

●第４７回俳句大会 １１月０８日（土）中央公民館  ●第１９回新舞踊祭 １１月０９日（日） 郷の音ホール（大） 
●高齢者創作作品展 １１月１２日（水）～１５日（土） 於、三田市総合福祉保健センター 
●第８回カラオケ大会 １１月１５日（土）郷の音ホール（小）  
●第２回さんだ吟剣詩舞道祭 １１月１６日（日）郷の音ホール（小） 
●謡曲大会 １１月１６日（日） 郷の音ホール・アクトスクエア  
●第一回さんだ子供フェスタ １１月２３日（日） フラワータウン市民センター  
●第３９回三田市合唱祭 １１月２４日（月・祝） 郷の音ホール・大  
●三田ゆりのきギタークラブコンサート １１月２９日（土） 郷の音ホール・小 

平成２６年度の歩み 平 成 27 年 度 

＝平成２６年度三田市内を彩った各種イベントのチラシ・プログラムの数々＝ 

編
集
後
記 

 

第
三
十
一
号
「
湧
」

は
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル

で
登
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
昨
今
の
情

報
化
の
目
ま
ぐ
る
し
い

進
展
に
よ
り
ネ
ッ
ト
発

注
が
可
能
と
な
り
、
印

刷
コ
ス
ト
が
大
幅
に
削

減
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。 

た
だ
し
印
刷
原
稿
は

完
全
版
下
で
、
そ
の
ま

ま
印
刷
で
き
る
状
態
に

発
注
者
が
仕
上
げ
る
こ

と
が
前
提
と
な
り
ま
す

が
、
幸
い
編
集
に
関
わ

っ
た
皆
さ
ん
の
パ
ソ
コ

ン
に
よ
る
通
信
が
大
き

な
力
と
な
っ
て
実
現
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

今
回
の
よ
う
に
、
団

体
の
運
営
を
委
任
さ
れ

る
役
員
は
、
絶
え
ず
事

業
の
見
直
し
を
行
い
、

コ
ス
ト
削
減
を
図
る
と

い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
意

識
が
求
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。 

幸
い
毎
月
一
回
開
催

さ
れ
る
協
会
の
役
員
会

は
、
出
席
者
全
員
が
い

つ
も
前
向
き
で
活
発
な

議
論
を
続
け
て
い
ま

す
。
本
年
、
四
十
五
周

年
を
迎
え
る
文
化
協

会
、
今
後
と
も
会
員
や

地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
る
協
会
と
し
て
、

情
報
発
信
力
を
高
め
効

率
的
、
効
果
的
な
事
業

を
推
進
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。 

 

（
足
） 
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NO 加   入   団   体   名 部    門  理  事 電 話 番 号 

1 三 田 市 音 楽 協 会 洋 楽 部 門 音 楽 
山 口 武 宏 079-565-8451 

内 田 史 子 079-562-4126 

2 関 口 バ レ エ ス ク ー ル 

洋  舞  部  門 

クラシックバレエ 関 口 正 人 079-565-5611 

3 上 月 み の り バ レ エ ス ク ー ル クラシックバレエ 上 月 み の り 079-590-5710 

4 三 田 フ ォ ー ク ダ ン ス 協 会 フォークダンス 三田村加津子 079-563-2046 

5 M I K I O I  フ ラ ・ サ ー ク ル フ ラ ダ ン ス 相 原 美 砂 里 078-953-2156 

6 三 田 吟 剣 詩 舞 連 盟 

邦  舞  部  門 

吟 剣 詩 舞 足 立 秀 幸 079-559-6279 

7 花 柳 社 中 日 本 舞 踊 柴 田 良 子 079-563-7241 

8 花 柳 流 勢 百 合 会 日 本 舞 踊 今 北 喜 代 子 079-562-6716 

9 花 柳 流 伊 奈 輔 会 日 本 舞 踊 藤 井 加 代 子 079-562-4323 

10 三 田 新 舞 踊 協 会 新 舞 踊 眞 造 さ え こ 079-566-0920 

11 三 田 小 唄 保 存 会 踊 り 瀧 和 子 079-562-7522 

12 ＮＰＯ法人尚美流全日本和装協会(三田） 着 付 け 福 田 田 鶴 子 079-563-5474 

13 御 殿 踊 り 保 存 会 郷 土 芸 能 古 谷 延 子 079-562-2967 

14 三 田 歌 謡 カ ラ オ ケ 協 会 

邦 楽 部 門 

カ ラ オ ケ 秋 山 泰 祐 079-559-5618 

15 三 田 大 正 琴 愛 好 会 大 正 琴 石 田 勝 子 079-567-0515 

16 大 唱 琴 す ず か け 会 大 正 琴 太 田 桂 子 079-565-0882 

17 S  o  l   &   B  r  ｉ  l  ｌ a  n  t  e 大 正 琴 中 塚 麻 由 子 078-952-2313 

18 都 山 流 三 田 竹 友 会 尺 八 脇 田 幸 範 079-562-5630 

19 邦 楽 研 究 会 箏 浦 口 妙 子 079-564-3732 

20 三 邦 会 箏・三弦・尺八 森 田 耕 山 079-566-0795 

21 民 謡 あ け み 会 民 謡 的 場 明 美 079-568-0389 

22 三 田 謡 曲 連 合 謡 曲 三 好 正 典 079-563-4762 

23 三 田 津 軽 三 味 線 同 好 会 三 味 線 田 村 正 夫 079-564-4759 

24 三 田 市 茶 華 道 協 会 

展  示  部  門 

抹 茶 生 花 金 谷 美 千 代 079-564-3010 

25 三 田 市 茶 道 裏 千 家  九 鬼 の 会 抹 茶 島 村 宗 慶 079-565-4348 

26 三 田 俳 句 協 会 俳 句 若 森 京 子 079-563-4005 

27 三 田 市 書 道 協 会 書 上 垣 貴 世 子 079-562-2332 

28 三 田 き り え フ ォ ー ラ ム 切 り 絵 松 尾 裕 美 079-564-6624 

29 三 田 市 美 術 協 会 絵 画 高 橋 栄 子 079-562-5184 

30 三 田 水 墨 画 同 好 会 水 墨 画 林   靖 079-563-1416 

31 三 田 盆 栽 会 盆 栽 菊 山 登 079-564-6603 

32 和 紙 ち ぎ り 絵 （ 虹 ） ち ぎ り 絵 中 山 千 賀 子 079-568-5498 

33 三 田 市 川 柳 協 会 川 柳 田 中 章 子 0797-20-8931 

34 三 田 水 彩 会 水 彩 画 永 吉 敦 子 079-563-6444 

35 手 芸 同 好 会 手 芸 寺 本 美 智 子 079-562-5233 

平成２６年度文化協会組織名簿 

  担 当 氏  名 団  体  名   氏  名 団  体  名 

常 

任 

理 

事 

会   長 三 好  正 典 三 田 謡 曲 連 合 

 

 

 

常 

任 

理 

事 

内 田  史 子 三 田 市 音 楽 協 会 

副 会 長 若 森  京 子 三 田 俳 句 協 会  関 口  正 人 関口バレエスクール 

副 会 長 山 口  武 宏 三 田 市 音 楽 協 会  足 立  秀 幸 三田吟剣詩舞連盟 

副 会 長 林    靖 三 田 水 墨 画 同 好 会  眞造 さえこ 三田新舞踊協会 

事 務 局 長 松 尾  裕 美 三田 き り え フ ォ ー ラム  秋 山  泰 祐 三田歌謡カラオケ協会 

会 計 三田村加津子 三田フォークダンス協会  的 場  明 美 相野民謡同好会 

会 計 柴 田  良 子 花 柳 社 中  高 橋  栄 子 三田市美術協会 

 監 査 的 場  明 美 相 野 民 謡 同 好 会  寺本 美智子 手芸同好会 

監 査 菊 山   登 三 田 盆 栽 会     

三田市文化協会加入団体 （平成 27年 3月 16日現在） 



 


